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極域大型短波レーダーと中緯度 HFドップラ観測を用いた中規模移動性電離圏擾乱
の研究

Direct comparison of MSTIDs observed at different latitudes
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中規模移動性電離圏擾乱 (Medium-Scale Traveling Ionospheric Disturbances: MSTIDs)は電離圏 F領域において頻繁に
観測される普遍的な構造である。オーロラ帯から中緯度にわたる広範囲の緯度帯において、様々な観測システムを用い
た研究が行われてきた。すべての緯度帯の観測に共通する特徴として、高緯度から低緯度への伝搬が挙げられる。この
特徴から、MSTIDsはオーロラ帯で発生し低緯度へ伝搬するという共通理解がなされている。しかし、高緯度で観測さ
れた MSTIDsが実際に中緯度まで到達しているということを示す直接的な観測事実はいまだに示されていない。

本研究の目的は、高緯度と中緯度において行なわれている電波観測のデータを用いて、オーロラ帯と中緯度で同時間
帯に観測されたMSTIDsを比較することにより、MSTIDsの高緯度から中緯度への伝搬過程を明らかにすることである。
オーロラ帯においては、アラスカに設置されている SuperDARNレーダーを用い、中緯度においては、電気通信大学が運
用している HFドップラ観測のデータ及び、北海道 SuperDARNレーダーを使用した。高緯度・中緯度の両地点で同時間
帯に観測された MSTIDsを解析することで、MSTIDsの長距離伝搬の可能性について議論を行う。発表では、異なる緯
度で観測される MSTIDsを解析した結果について報告を行う。


